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・事例報告，実践報告，レター，情報には，著者が必要と認めた場合，和文抄録または英文 abstractもしくは英文abstractと和文抄録の両方を付けることができます。和文抄録または英文abstractのいずれかの掲載を希望する場合，投稿時，編集委員会事務局に申し出てください。
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	主題及び副題


	

	第一著者（投稿者）の情報

	氏名
	

	所属機関
	

	Eメールアドレス
	

	共著者①の情報

	氏名
	

	所属機関
	

	Eメールアドレス
	

	共著者②の情報

	氏名
	

	所属機関
	

	Eメールアドレス
	

	共著者③の情報

	氏名
	

	所属機関
	


	Eメールアドレス
	

	共著者④の情報

	氏名
	

	所属機関
	

	Eメールアドレス
	

	共著者⑤の情報

	氏名
	

	所属機関
	

	Eメールアドレス
	


※共著者氏名及び所属機関は，人数に応じて増やして下さい。
主題＜MS明朝体14pt＞
‐副題＜MS明朝体14pt＞‐
所属機関名＜MS明朝体10.5pt＞
氏名＜MS明朝体10.5pt＞
所属機関名＜MS明朝体10.5pt＞
氏名＜MS明朝体10.5pt＞
【抄録＜MSゴシック体10.5pt＞】
【問題と目的】○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○。
【方法】○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
【結果】○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
【考察】○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
【キーワード＜MSゴシック体10.5pt＞】
○○，○○，○○，○○，○○
Title <Times New Roman 14pt>
- Sub-title< Times New Roman 14pt > -
Affiliation <Times New Roman 10.5pt>
Name< Times New Roman 10.5pt>
Affiliation <Times New Roman 10.5pt>
Name< Times New Roman 10.5pt>
【abstract】

【Purpose】
X xxx xxx xxx xxx xxx.  X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz.  Y yyy yyy yyy.  X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz 
【Methods】
X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz.

【Results】

X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  
【Discussion/Conclusion】
X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzzii. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  Z zzz zzzz zzzz zzzz. X xxx xxx xxx.  X xxx xxx.  
【Key words<Times New Roman 10.5pt>】
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Ⅰ．問題・目的　はじめに　緒言　＜MSゴシック体12pt（ボールド）＞
本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○，○○○○○○○1, 2)。○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○1-5, 8)。
Ⅱ．方法　＜MSゴシック体12pt（ボールド）＞
1．調査協力者　＜MSゴシック体10.5pt（ボールド）＞
本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○○○，○○○○○○○。○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○。
2．調査時期　＜MSゴシック体10.5pt（ボールド）＞
　本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○○○，○○○○○○○。○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○。
3．測度　＜MSゴシック体10.5pt（ボールド）＞
1）○○○　＜MSゴシック体10.5pt＞
本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○○○，○○○○○○○。○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○。
2）○○○　＜MSゴシック体10.5pt＞
本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○○○，○○○○○○○。○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○。
4．倫理的配慮　＜MSゴシック体10.5pt（ボールド）＞
1）○○○　＜MSゴシック体10.5pt＞
本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○○○，○○○○○○○。○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○。
2）○○○　＜MSゴシック体10.5pt＞
本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○○○，○○○○○○○。○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○。

Ⅲ．結果　＜MSゴシック体12pt（ボールド）＞
本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○○○，○○○○○○○ （Table 1）。


本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○○○，○○○○○○○ （Figure 1）。


Ⅳ．考察　＜MSゴシック体12pt（ボールド）＞
本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○○○，○○○○○○○。○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○。
【謝辞】（ある場合のみ）
本文＜和文：MS明朝体10.5pt，英文：Times New Roman 10.5pt＞○○○○○○○○○○○，○○○○○○○。○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○。
【文献】

1) Kendall, P. C., Settipani, C. A., & Cummings, C. M. (2012). No need to worry: The promising future of child anxiety research. Journal of Clinical Child and Adolescent Psychology, 41(1), 103-115. https://doi.org/10.1080/15374416.2012.632352
2) 芹澤 啓美・尼崎 光洋・清水 安夫（2008）．高校運動部員の集団効力感に関する研究―集団効力と部活動適応及び社会的スキルとの関係―　体育研究，41（1），17-22．https://doi.org/10.51064/jkshs.41.0_17
3) Alberto, P. A., & Troutman, A. C. (1999). Applied behavior analysis for teachers (5th ed.). Upper Saddle River, N.J.: Merrill.

（アルバート，P．A．・トルートマン，A．C．佐久間 徹・谷 晋二・大野 裕史（訳）（2004）．はじめての応用行動分析　日本語版第2版　二瓶社）
4) 清水 安夫・米山 恵美子・松尾 一絵（2006）．小学校教師のストレス　橋本 泰子・岡 秀雄・清水 安夫（編）　今，教師が危ない！！（pp. 39-49）　ブレーン出版
5) 文部科学省（2022）．令和３年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について　文部科学省　Retrieved December 17, 2022， from https://www.mext.go.jp/content/20221021-mxt_jidou02-100002753_1.pdf
※ここから下は原稿送付時に削除してください。
	Table 1
A尺度の因子分析の結果

	
	因子負荷量

	項目
	F1
	F2
	F3

	第1因子：XXXX
	
	
	

	○○○○○○○○○○○○○
	0.888
	0.083
	0.087

	△△△△△△△△△△△△△
	0.887
	0.003
	0.077

	◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
	0.886
	0.211
	0.046

	
	
	
	

	第2因子：YYYY
	
	
	

	××××××××××××××
	0.083
	0.888
	0.087

	＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
	0.003
	0.887
	0.077

	＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄
	0.211
	0.886
	0.046

	
	
	
	

	第3因子：ZZZZ
	
	
	

	\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\
	0.083
	0.087
	0.888

	€€€€€€€€€€€€€€€€€€€€
	0.003
	0.077
	0.887

	％％％％％％％％％％％％％
	0.211
	0.046
	0.886

	
	
	
	

	· 教示文：チーム・集団の中で，どのように感じますか。
回答には、「1．全く自信がない，2．自信がない，3．どちらとも言えない，4．自信がある，5．非常に自信がある」の5件法で回答を求めた。


	Table 2
A尺度の各因子の合計得点

	 
	平均値（SD）
	最小値
	最大値

	F1
	14.65(3.17)
	5
	20

	F2
	14.81(3.01)
	8
	20

	F3
	14.35(2.98)
	7
	20

	A尺度の合計得点
	43.81(8.09)
	23
	60


	Table 3
重回帰分析の結果

	
	標準編回帰係数（β）

	
	従属変数1
	従属変数2
	従属変数3

	独立変数1
	0.000***
	0.000***
	0.000***

	独立変数2
	0.000***
	0.000***
	0.000***

	独立変数3
	0.000***
	0.000***
	0.000***

	独立変数4
	0.000***
	0.000***
	0.000***

	R
	0.000***
	0.000***
	0.000***

	R2
	0.000***
	0.000***
	0.000***

	† p<0.10, * p<*0.05, ** p<0.01, *** p<0.001


[image: image1.emf]Figure 1
A RLVARXY AL FHBIZL DA DL ARUSDEAL

32 -

31 I

A

L 30 A

%%

A

< 29 4

Jix
28 - ‘%
- —o— ZEHRH

| | |
pre-test post-test follow-up

) 7 = = HEHERE LR









27

28

29

30

31

32

実験群

対照群

pre-test post-test follow-up

注）エラーバーは標準誤差を示す。

Figure 1

ストレスマネジメント教育によるストレス反応の変化

ス

ト

レ

ス

反

応


[image: image2.emf]Figure 2
HERAED 7 — DR RIS Fs 1T D ME

53
[

32

31 A

30 A

29 -

28

27

Bz OB+

144 254 R

1) =7 — N MEERE LR T,













　本誌に掲載する論文の決定は，厳正な審査のもと行われています（Figure 1）。審査の迅速化のため，論文の投稿にあたりましては，和文校閲チェック表（Table 1）をご参照いただき，確認を行ってから投稿してください。
　なお，掲載の決定後，編集委員会による和文校閲，文献校閲（引用文献の表記の確認），および編集委員会が依頼した業者による英文校閲が行われますが，本チェック表に準じない表記が見られる場合，掲載までの時間を要することがございます。あらかじめご了承ください。
（2017年11月）
（2023年1月改訂）

	Table1．和文校閲チェック表

	Ⅰ．表記に関して
	チェック✔

	1．
	フォントの統一
	

	2．
	章立ては，Ⅰ．→　1．→　1）　の順
	

	3．
	文中引用の示し方
	

	4．
	数字の記述
	

	5．
	統計法の記述
	

	6．
	図表
	

	Ⅱ．文章の内容に関して
	チェック✔

	7．
	一文が長すぎる場合
	

	8．
	加筆修正が必要な場合
	

	9．
	不適切な文章の削除
	

	10．
	表現が一貫していない場合
	

	気になる点がございましたら，担当編集委員（AE）にご相談ください。


Ⅰ．表記に関して
1．フォントの統一
1）和文抄録　MSゴシック　10.5ポイント
2）英文抄録　Times New Roman　10.5ポイント
3）本文和文　明朝　10.5ポイント
4）本文英文　Times New Roman　10.5ポイント
2．章立ては，Ⅰ．→　1．→　1）　の順
1）Ⅰ．　MSゴシック（ボールド）　12ポイント
2）1．　 MSゴシック（ボールド）　10.5ポイント
3）1）　 MSゴシック　10.5ポイント
3．文中引用の示し方
1）引用元の番号はTimes New Romanで表記します。
2）番号の示し方は，以下の通りとします。
	校閲例

	
	校閲前
	校閲後

	①
	と指摘されている1，2，3，5）。
	と指摘されている1-3，5）。

	②
	と指摘されている1-2）。
	と指摘されている1，2）。


　3）引用元の著者を文中に示す場合，以下の表記とします。
共著(著者2名) 

	　著者が2名の共著の場合は，引用ごとに両著者名を書きます。 

　1）日本語文献では，著者名の間は中黒“・”を用います。

　　　山田・鈴木3）は...,　  
　2）英語文献では，“and”を用います。

　　　Hayes and Kolenberg4)によれば...


共著(著者が3名以上)

	　初出の際も2 度目以降も，第1著者名以外は「他」,“et al.”と略記します。

　1）初出 

　　　Kanno et al. 2)が...

　　　今井他2)が...

　2）2度目以降 

　　　Kanno et al. 2)は...

　　　今井他2)によれば...


4．数字の記述

	1）原則，本文中ではアラビア数字を用います。

	
	校閲前
	校閲後

	①
	第一に，
	第1に，

	②
	一つ目は，
	1つ目は，


5．統計法の記述
1）統計法に用いられる記号（例:M，SD，t，F，p，df，nsなど）はイタリック体です。
2）文中の統計量の校閲例
	①文末のカッコ“（”は全角，“t”や“F”の次に来るカッコ“(”は，半角とします。
②グレーで示したように半角スペースを空けます。
分散分析

…であることが示された（F (1, 10) = 6.18，p < .05）。
t検定
…であることが示された（t (22) = 6.16，p < .01）。
カイ二乗検定
…であることが示された（χ2 (4，N = 90) = 10.51，p < .05）。


6．図表

1）本文中は，Table（またはFigure）の番号の後に半角スペースを空けます。
　　例　…が示された（Table 1）。
2）Tableの表題は本文と同様に，MS明朝とTimes New Romanで表記します（左詰）。
　　例　Table 1
論文の基本情報
3）Figureの表題も，MS明朝とTimes New Romanで表記します（左詰）。
　　例　Figure 1
実験手続きのフローチャート

Ⅱ．文章の内容に関して
7．一文が長すぎる場合
　一文が長すぎる旨について，「コメント」でお伝えすることがございます。
8．加筆修正が必要な場合
　1）誤字，2）脱字，3）明らかに文意が伝わらない場合の語の加筆提案（たとえば，接続詞，主語，目的語）に留め，文章構造の改善を目的とした修正は行いません。
9．不適切な文章の削除
　原則，和文校閲では削除を行わないこととします。
　1）文章の構造上，冗長であっても校閲は行いません。
　2）文脈に沿わない1文があっても，削除，校閲の提案は行いません。
10．表現が一貫していない場合
　以下の2点に関しまして，表現を一貫させるようお願いいたします。
1）専門用語
・説明変数と独立変数
・強化子と好子
・パス解析と共分散構造分析
	　2）ひらがなと漢字の不一致（校閲対象）

	①
	ひとりひとり
	一人ひとり

	②
	および
	及び

	③
	なかでは
	中では

	④
	したがって
	従って

	⑤
	おこなう
	行う／行なう

	⑥
	とくに
	特に


・学校カウンセリングとスクールカウンセリング
編集委員会よりお知らせ（※原稿送付時はこの部分を削除してください。）


・英文アブストラクトは，Purpose, Methods, Results, Discussion/Conclusionの順で記載してください。和文から英文への翻訳は，著者各自の責任で行ってください。なお，abstractは【Key words】の箇所まで1ページに収まるようにしてください。


・原稿を送付する際に変更履歴は残さないでください。


・投稿前に，本投稿テンプレートのp12からp16にある「論文作成上における留意事項」を参照し，確認を行ってください。














Table 1挿入





Figure 1挿入





論文作成上における留意事項





　以下の1．から6．は，当学会および日本心理学会の投稿規定（投稿テンプレートを含む）に準ずる表記を示したものです。





　以下の7．から10．の事項は，主に誤字脱字に関する校閲の基準となります。査読後の加筆によって文章のバランスが悪くなることがございますが，その点に関して和文校閲ではコメントを控えさせていただいております。ご了承ください。
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